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光環境と葉果比がカキ `富有'の糖度に及ぼす影響
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要 約 :カ キ `富有'における光環境 と葉果比が糖度に及ぼす影響を明らかにした。寒冷紗被覆による遮光処理によつ

て糖度が低下した。間伐によつて、カキ園全体の光環境が改善され、糖度が向上した。樹冠内における糖度は相対照度

の高いブロックで高い傾向であつた。光反射資材の被覆によつて、反射率が高くなり、光環境が改善され、糖度が向上

した。仕上げ摘果によって葉果比を 30、 20お よび 10と したとき、葉果比が大きくなるほど糖度は向上 した。

キーワー ド :カ キ、糖度、光環境、葉果比

緒  言

岐阜県は全国有数のカキ産地であり、主力品種の `富

有'発祥の地である。 しかし、近年の価格低迷から、農

家経営は厳 しさを増 し、岐阜柿の販売金額は減少 してい

る。また、カキ果実に対する消費者ニーズが大きさ、形、

色などの外観から食味や機能性などの内部品質へと変化

している。特に、糖度は量販店において表示、販売され

てお り、消費者の購買行動に大きな影響を及ぼしている。

一方、県内カキ産地においては、内部品質センサー (非

破壊糖度センサー)選果機の導入を検討 している。糖度

を基準とした選果方法によつて、高糖度のブラン ド品、

糖度の揃つたレギュラー品などを開発 し、他産地との差

別化を図 り、販売促進および消費拡大に繋がる販売戦略

を検討 している。 このような状況の中、産地全体におけ

る糖度の底上げが急務 となった。

光環境の改善や適正な葉果比による糖度向上技術につ

いて、 リンゴ123)、
ナシ

4,5)、 モモ 6)ぉ
ょびヵキ `平

核無 '78)における報告はあるが、開心自然形 `富有 '

では検討されていない。

そこで、県内カキ産地に合つた `富有 'の糖度向上技

術を確立するため、光環境および葉果比が糖度に及ぼす

影響について試験を行い、高糖度呆実生産の要因を明ら

かにしたので報告する。なお、本研究では内部品質セン

サー (非破壊糖度センサー)選果機を導入 し、レギュラー

品の基準を糖度 (B� x)16%と した場合を想定 したc

試験 1.遮光処理が糖度に及ぼす影響

[目 的]

カキ樹全体を遮光処理することによる日照量の減少が

糖度に及ぼす影響について明らかにする。

[材料および方法 ]

2006年 と2007年 、岐阜県農業技術センター植栽 `富有 '

を供試 し、遮光区と無処理区を設置 した。2006年は 12

年生、2樹 1反復、2007年は 28年生、4樹 2反復 とした。

遮光区は両年 とも 10月 2日 から収穫終期まで、カキ樹

の外枠にあるパイプハ ウスに寒冷紗を被覆 した。2007

年はパイプハウスにビニールを張 り、その上に寒冷紗を

被覆 した。2006年は黒色寒冷紗、2007年は自色寒冷紗

を用いた。栽培方法は岐阜県標準技術体系に準じた。

調査項 目は遮光率、気温、果実肥大および果実品質と

した。遮光率は 10月 か ら H月 までの晴れた 日 (2006

年は 10月 10日 、27日 、H月 13日 、2007年は 10月 12

日、H月 19日 )の 12時頃、デジタル照度計 (LX-1332:

CUSTOM)で 測定 した。果実肥大について、2006年は

1区 15果、2007年は 1区 30果、10月 上旬と 11月 下旬

に測定 した。果実品質は前述の果実を2006年 H月 22日 、

2007年 H月 21日 に 一斉収穫 し調査 した。糖度はデジ

タル糖度計 (PR-101α :ア タゴ)、 果肉硬度は果実硬度

計 (KM 5型 :藤原製作所)で測定 したc呆皮色は果頂

部を色彩色差計 (CR‐200:ミ ノルタ)で沢1定 し、富有

用カラーチャー ト値に変換 し、CC値として表 した。
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表 1 遮 光 処 理 に よ る 果 実 品 質 へ の 影 響

遮 光 率
ノ

(%)
果 重

(g)

果 皮 色

(CC値 )

Brix

(%)
呆 実 肥 大 率

｀

(%)
果 肉 硬 度

(kg/cJ)

2006年   遮 光 区

(黒 色寒冷紗)無 処 理 区

45 3 261 8

277 9

115 3

116 8

5 6

5 8

15 3

17.7

1.8

1.9

2007年   遮 光 区

(自 色寒冷紗)無 処 理 区

22 8 289 8

288 5

118.1

118 6

5. 5

5 6

16.4

16 8

2  0

2  0

Z:測 定 値 の 平 均

Y:2006年 は 10月 10日 、 2007年 は 10月 5日 の 果 周 を 100と した 一 斉 収 穫 時 の 肥 大 率

図 1 遮光処理による気温への影響 (2007年 )

:結果]

寒冷紗被覆 に よつて照度 は低 下 した。遮光率 は、

1006年 (黒色寒冷紗)453%、 2007年 (白 色寒冷紗 )

128%で あった (表 1)。 自色寒冷紗の被覆期間 (2007

三 10月 2日 ～ 11月 30日 )に おける平均気温は遮光区

153℃ 、無処理区 154℃であ り、差は認められなかっ

た (図 1)。

糖度 (Brix)に ついて、遮光区は無処理区に比べ低

■つた。2006年 (黒色寒冷紗)は Brixで 24%、 2007

三 (白 色寒冷紗)は Brixで 04%低かった (表 1)。 遮

t二の高い 2006年 (黒色寒冷紗)の方が、糖度 (Brix)

「 低下する害J合 も大きかった。遮光率の低い 2007年 に

F」 tヽ ても、糖度 (Brix)16%以 上の果実の害1合は遮光区

:55%、 無処理区 900%で あり、遮光区の方が低かった。

=た
、遮光区では糖度 (Brix)18%以 上の果実がなく、

:マ
`未

満の果実が 69%あ った (図 2)。

果実肥大率および果皮色について、遮光区と無処理区

二⊃間に差は認められなかった (表 1)。

以上の結果、10月 以降の寒冷紗被覆による遮光によっ

て、糖度 (Brix)の低下が明らかになった。遮光率が高

ほど糖度 (Brix)の 低下割合も大きかった。

●18%≦

●17%≦

口16%≦

口15%≦

□<15%

0°Z     20%     400X     6眺    8006    10艦

図 2 遮光処理による Brix分 布への影響 (2007年 )

試験 2 間伐が糖度に及ぼす影響

[目 的 ]

カキ園全体の光環境を改善することによる日照条件の

変化が糖度に及ぼす影響を明らかにする。

[材料および方法 ]

2007年、岐阜市城 田寺地区、瑞穂市田之上地区およ

び大野町野地区の `富有'成木園において、間伐区と密

植区を設置 した。試験区の面積は、岐阜市の間伐区 3.2a、

密植区 18a、 瑞穂市の間伐区 1 la、 密植 区 22a、 大野

町の間伐区 18a、 密植区 2.laであった。栽培方法は

岐阜県標準技術体系に準じた。

調査項 目はカキ園の相対照度、糖度 (FQA値 :非破壊

糖度計 FQA―NIR GUNに よる測定値 )、 果周および呆皮色

とした。相対照度は9月 25、 26日 (晴れ )、 10月 17、 18、

22日 (曇 り)、 11月 15、 16日 (曇 り)に、園内 26～ 44

カ所と園外 (日 陰のないところ)の照度をデジタル照度

計 (LX 1332:CUSTOM)で 測定 し、園外照度を 100と して

園内照度の相対値を求めた。糖度 (FQA値 )は無作為に

選定した平均的な呆皮色の果実を 1樹当たり30呆 ×3樹

の計 90果 1区 とし、果胴部を 9月 25、 26日 、10月 17、
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18、  22 日、 11 月 15、  16 日 に非破 壊 糖 度 計  (FQA― NIR

GUN:FANTEC)で 測定 した。果周および果皮色は 1樹当

たり 10果 ×3樹の計 30果 を 1区 とし、H月 15、 16日

に測定 した。果皮色は試験 1と 同様に測定 した。

[結果]

樹幹 占有 率 は、岐阜 市 の間伐 区 805%、 密植 区

104.3%、 瑞穂市の間伐区 81.0%、 密植区 148.5%、 大

野町の間伐区 71.0%、 密植区 96.7%で あつた (表 2)。

間伐区は 3地区とも岐阜県の基準以内であった。瑞穂

市の密植区 1485%は枝 と枝が重な り合つている状態で

あった。

相対照度は 3地区とも密植区が間伐区に比べ低かつ

た。岐阜市 と大野町は相対照度で約 20%、 瑞穂市は約

30%低かつた (表 2)。

非破壊糖度計による糖度 (FQA値 )は 3地 区とも間

伐区が密植区に比べ高く推移 した (図 3)。 収穫期 (H

月 15、 16日 )の糖度 (FQA値 )は、岐阜市の間伐 区

16.9%、 密植区 16.4%、 瑞穂市の間伐区 180%、 密植

区 162%、 大野町の間伐区 156%、 密植区 15.2%であっ

た。岐阜市と大野町では間伐区が密植区に比べ糖度 (FQA

値)で 0.5%、 瑞穂市では 1.8%高 かつた。密植区の樹

冠占有率が高い瑞穂市において、その差が大きかつた。

果周は 3地区とも間伐区と密植区の間に有意な差が認

められなかった (図 4)c果皮色は、瑞穂市と大野町に

おいて間伐区が密植区に比べ有意に高かつた。岐阜市は

密植区のバラツキが大きく有意な差は認められなかつた

(図 5)。

以上の結果、間伐による糖度向 Lの 効果が明 らかに

なった。また、果皮色が良好になる傾向も認められた。

表 2 間伐区と密植区における樹冠 占有率お よび

相対照度 (2007年 )

樹冠占有率 (%) 下H対 照度 (%)｀

間伐区  密植区 間伐 区  密植 区

岐阜市   805
瑞穂市  810
大野町   710

104 3

148 5

96 7

54 9

73 9

64 6

35 3

44 7

44 5

要15
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10/5  10/15  10/25  11/4  11/14             0/25

餃阜市

図3 間伐による糖度

垂線は標準偏差

Z:9月 25、 26口 に測定 した値

Y: 9月 25、 26日 、 10月 17、 18、 22日 、 11月 15、 16日

に測定 した平均値
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(FOA値)の推移に及ぼす影響 (2007年 )
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図4 間伐による果周への影響 (2007年 )

垂線は標準偏差 (n=3)
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間伐による果皮色への影響 (2007年 )

垂線は標準偏差 (n=3)

Z:t検定によりNSは有意差なし、

*は 5%水準で有意差あり

図 5



試験3 樹冠内における糖度分布

:目 的]

言冠内における果実の糖度分布について相対照度 (樹

モ「ヽ ■度を 100と した樹冠内照度の相対値)と の関係を

三「 しt、 にする。

:7料および方法]

1307年、岐阜県農業技術センター植栽、樹高 3.4m、

i=主枝の 47年生 `富有 'を供試 した (図 6)c栽培方

三【崚阜県標準技術体系に準 じた。

I枝の向きおよび高 さ (15m未 満、15m以 上 2.2

二云満、22m以 上)毎に 18ブ ロックに区分 し、11月

三 日、相対照度、樹上果実の糖度 (FQA値 )お よび果皮

三を調査 した。相対照度は 12時 (晴れ)に 、樹冠内の
~=ッ

クと樹冠外 (日 陰がないところ)の照度をデジタ

■́度計 (LX 1332:CUSTOM)で 測定し求めた。糖度 (FQA

三  |ま非石皮場浜湘音渥謹言十 (FQA―NIR GUN:FANTEC)、  果皮色は

試験 1と 同様に測定した。なお、着果数が 4果以下のブ

=ッ クは除いた。

:結果]

樹冠内における相対照度は主枝の高い位置ほど高かつ

た (図 7)。 樹高 2.2m以上の位置では約 50～ 90%、 15

m以 上 22m未 満では約 20～ 60%、 15m未 満では約

15～ 40%であった。

樹冠内における糖度 (FQA値 )は 主枝の高い位置や

相対照度が高いブロックほど高い傾向であつた (図 8、

10)。 最 も高い糖度 (FQA値 )は北西 (西 向き)主枝の

樹高 22m以 上のブロックにおける 174%、 最 も低い

糖度 (FQA値 )は南東 (東向き)主枝の樹高 15m未 満

のプロックにおける 15.0%で あつた。

南 東

(東 )

(西 )

北 西

図6 主枝 (向 き )の配置

樹冠内における果皮色は主枝の高い位置や相対照度が

高いブロックほど高い傾向であつた (図 9、 H)。

以上の結果、樹冠内における果実の糖度は相対照度の

高いブロックほど高い傾向が明らかになった。すなわち、

日当たりの良好な樹冠上部や外周部にある果実は糖度が

高く、日当たりの不良な樹冠内側にある果実は糖度が低

い傾向であることが明らかになったcま た、果皮色につ

いても相対照度の高いブロックほど高い傾向が認められ

た。

（Ｅ
）
担
尊

□ 75%≦

囲 50%≦

圏 25%≦

■ 0%≦

図 7 樹冠内における相対照度の分布
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□ 165≦

□ 160≦
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.150≦

□ 55≦

□ 50≦

詈
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図8 樹冠内における精度 (FOA値 )の分布

主枝 (向き)

図9 樹冠内における果皮色 (CC値)の分布

主枝 (向 き)

主校 (向き)

(北 )



図 10 相対照度別の糖度 (FOA値 )

垂線は標準偏差 (25%未満 n=3、 25%以上

50未満および 50%以上 75%未満 n=5)

5.5

図 11 相対照度別の果皮色 (CC値 )

垂線は標準偏差 (25%未満 n=3、 25%以上

50未満および 50%以上 75%未満 n=5)

試験 4 光反射資材の被覆が糖度に及ぼす影響

[目 的]

樹冠下に光反射資材を被覆することによる反射光の利

用が糖度に及ぼす影響について明らかにする。

表 3 光 反 射 資 材 被 覆 に よ る 果 実 品 質 へ の 影 響

[材料および方法 ]

2005年 か ら 2007年、岐阜県農業技術セ ンター植栽

`富有 'を供試 し、自色不織布シー ト被覆区および無処

理区を設置 した。 白色不織布シー ト被覆区はタイベック

1000AC(2005年および 2006年 )、 タイベ ック 700AC(2007

年)を 9月 上旬から収穫終期まで、隙間なく全面に被覆

した。無処理区は雑草草生 とした。2005年 は 46年 生、

4樹 2反復、2006年は 47年生、 4樹 2反復、2007年は

48年生、 6樹 3反復 とした。

調査項 目は反射率および果実品質 とした。反射率は

10月 か ら 11月 までの晴れた 日 (2005年 は 10月 12日 、

31日 、11月 15日 、2006年 は 10月 10日 、27日 、11月

13日 、2007年 は 10月 12日 、H月 19日 )の 12時 頃、

デ ジタル照度計 (LX 1332:CUSTOM)で濃1定 し求めた。

果実品質は 2005年 は 11月 28日 に 1区 20果 、2006年

は 11月 21日 に 1区 20果、2007年は H月 20日 に 1区

30果 を一斉収穫 し調査 した。糖度、果肉硬度および果

皮色は試験 1と 同様に測定した。

[結果 ]

白色不織布シー トの被覆によつて、反射率は大きく

向上 した。 自色不織布シー ト被覆区の反射率は 42.0～

540%、 無処理区は 6.6～ 7.9%で あつた (表 3)。

糖度 (Brix)は 3年間とも自色不織布シー ト被覆区が

無処理区に比べ 0.5%高 かった (表 3)。 2007年の糖度

(Brix)16%以 上の果実の害J合は自色不織布シー ト被覆

区 93.1%、 無処理区 800%であ り、自色不織布シー ト

被覆区が高かつた (図 12)。

果重および果皮色 ともに、2007年は自色不織布シー

ト被覆区の方が無処理区に比べ大きく高かつた。しかし、

2005年 と2006年 においては差が認めれなかった (表 3)。

翠
く
Ｃ
餞

（學
ｏ
９

０
日
鰈

反 射 率
Z

(%)
果 重

(g)

果 皮 色

(CC値 )

Brix

(%)
果 肉硬 度

(kg/c遥 )

2005年 白色 不 織 布 シート被 覆 区

無 処 理 区

46.1

6.6

226.9

218.1

5.8

5.6

17.6

17.2

2.0

2.1

2006年 54.0

8 0

7.2

277.2

270.9

277.9

6.0

5.7

5.8

18.2

17.6

17.7

白色 不 織 布 シート被 覆 区

黒 マ ル チ 被 覆 区

無 処 理 区

1.9

2 0

1 9

2007年 白 色 不 織 布 シート被 覆 区

無 処 理 区

42.0

7.9

249.4

234.8

17.1

16.6

5.3

4.5

2.3

2.1

Z:測 定 値 の 平 均
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図 12 光反射資材被覆による Brix分布への影響

(2007年 )

以上の結果、光反射資材の被覆による糖度向上が明ら

iヽ になった。非透水性の光反射資材を全面被覆 している

ため、水分ス トレスの影響 も考えられたが、2006年 の

ラ1透水性の黒マルチ被覆区において無処理区との反射率

および Brixに差が認められなかつたことから、光反射

こよる効果 と考えられた。なお、果実肥大や着色への影

]は判然 としなかった。

試験 5 光反射資材の被覆方法が糖度に及ばす

影響

:目 的]

光反射資材の被覆方法が糖度に及ぼす影響について明

らかにする。

[材料および方法 ]

2007年、岐阜県農業技術センター植栽 48年生 `富有 '

を供試 し、全面被覆区、部分被覆区および無処理区を設

置した。被覆資材は水分の影響を少なくするために透水

性の反射シー ト (セルオンハ―゚
lレ :フ タムラ化学)を用い、 6樹 2

反復 とした。全面被覆区は反射シー トを隙間なく被覆 し

た。部分被覆区は幅 lmの反射シー トを樹冠下に南北 4

列被覆 した (被覆率 85%)。 無処理区は雑草草生 とした。

調査項 目は反射率および果実品質 とした。反射率は

10月 12日 、11月 19日 の 12時頃 (晴れ )、 デジタル照

責計 (LX 1332:CUSTOM)で 測定 した。果実品質は 11月

20日 に 1区 30果 を一斉収穫 し調査 した。糖度、果肉硬

度および果皮色は試験 1と 同様に測定 した。

[結果]

反射シー トの被覆によって、反射率は大きく向上 した。

全面被覆区は 30.2%、 部分被覆は 32.0%、 無処理区は

79%であった (表 4)。 被覆方法による差は認められな

かった。

表4 被覆方法による果実品質への影響 (2007年 )

反射率
Z果

重  果皮色 Brix 果 肉硬度

(%)  (g) (CC値 ) (%) (kg/Cm2)

全面被覆 区 302 2525  52  173  2.1
部分被覆 区 320 2478  54  172  2.3
無処理 区   79 234.8  45  166  21
Z:測 定値 の平均

100%

全面被覆区

部分被覆区

無処理区

●18%≦

●17%≦

016%≦

015%≦

コ<1596

OOX   20%   400X   6銘   8∝
`   1000X

図 13 被覆方法による Brix分布への影響

(2007年 )

糖 度 (Brix)は 全 面被 覆 区 17.3%、 部 分被 覆 区

17.2%、 無処理区 16.6%と 、被覆区は無処理区に比べ 0.6

～ 0.7%高かつた (表 4)。 糖度 (Brix)16%以 上の果

実の割合は全面被覆区 96.7%、 部分被覆区 93.3%、 無

処理区 800%と 、被覆区は無処理区に比べ高かつた (図

13)。 被覆方法による大きな差は認められなかった。

果重および果皮色について、被覆区の方が無処理区に

比べ大きく高かつた (表 4)。 被覆方法による差は認め

られなかった。

以上の結果、光反射資材の被覆方法による糖度への影

響に差は認められなかった。

試験 6 葉果比の違 いが精 度 に及 ぼす影響

[目 的]

仕上げ摘果による葉果比の違いが糖度に及ぼす影響を

明らかにする。

[材料および方法 ]

2007年、岐阜県農業技術センター植栽 47年生 `富有 '

を供試 し、葉果比 30区、20区 および 10区を設置 した。

3樹、主枝単位 3反復 とした。 5月 8日 に 1結果枝 1ら

いに摘 らいし、 7月 18日 に仕上げ摘果を行つた。仕上

げ摘呆の程度により、葉果比 30、 20、 10と した。栽培

方法は岐阜県標準技術体系に準 じた。

調査項目は果実品質とし、1区 30果を 11月 22日 に一斉
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収穫 し調査 した。糖度、果肉硬度および果皮色は試験 1

と同様に測定した。

[結果]

糖度 (Brix)は 葉 果比 30区 17.0%、 葉 果比 20区

16.7%、 葉果比 10区 16.0%であり、葉呆比が大きいほ

ど高かつた (表 5)。 葉果比 20区 と 10区 との間の差は

葉果比 30区 と 20区 との間の差より大きかった。糖度

16%以 上の果実の割合は葉果比 30区 900%、 葉呆比 20

区 73.3%、 葉果比 10区 50.0%で あ り、葉果比が大 き

いほど高かった。また、葉果比 10区 では糖度 (Brix)

18%以 上の果実がなく、15%未満の果実が 6.7%あ った

(図 14)。

果重は葉果比 30区、20区、10区の順で大きかつた。

果皮色は葉果比 30区においてやや高い傾向であつたが、

葉果比 10区 と20区の間に差は認められなかつた (表 4)。

以上の結果、葉果比 30ま では葉果比が大きくなるほ

ど、糖度の向上が認められた。葉果比が糖蓄積に大きな

影響を及ぼすことが明らかになつた。また、葉果比が大

きくなるほど、果実肥大が大きくなつた。

表 5葉 果比の違いによる果実品質への影響 (2007年 )

果重  果皮色  Brix 果肉硬度

(g)   (CCi直 )   (9る )   (kg/cm2)

カキ果実の糖度向上のためには、葉が光合成を十分行

えるように環境の整備を行 うことが必要であり、そのた

めには光環境の改善が重要 と考えられる。本研究では、

まず、カキ樹の遮光処理により、糖度が低下することが

明らかになった。 これは リンゴ `ふ じ'やナシ `二 十世

紀'の黒色寒冷紗被覆による糖度低下の報告
124)と

同

様であり、日照量が果実の糖蓄積に大きな影響を及ぼす

と考えられた。

間伐によるカキ園全体の光環境改善により、糖度が

向上することが明らかになつた。樹冠占有率が約 100%

の密植園は間伐園に比べ相対照度が約 20%、 糖度 (FQA

値)が約 05%低下 した。樹冠 占有率が約 150%の密植

園は間伐園に比べ相対照度が約 30%、 糖度 (FQA値 )

が約 2.0%低 下した。これはナシ `二十世紀 'やモモ `あ

かつき'における高糖度園では樹体の受光条件が良い

との報告
46)と

同様であ り、間伐によってカキ園の光

環境 を改善することは重要である。密植園では樹冠 占

有率が高くなるほど相対照度が低下 し、糖度が低下す

ると考えられた。

間伐によつて園内光環境が改善された上で、カキ樹全

体における光環境 と糖度の関係を調べると、相対照度が

高いブロックほど糖度 (FQA値 )の高い傾向が明らかに

なった。 これは、 `平核無'において樹冠上部および下

部外周部にある果実の糖度が高いとの報告
7)と

同様で

あった。また、 日当た りの良い枝から日陰部分の枝への

光合成産物の転流は期待できないことか らも
1°

、カキ

樹全体に日が当たるようなせん定が重要である。開心自

然形で 3本主枝にすること、主枝先端部の結果母枝や側

枝は小さく、基部は亜主枝も含めて大きく、主枝全体が

二等辺三角形になるよう配置することなどがポイン トと

考えられた。間伐およびせん定は慣行のカキ栽培技術で

あるが、徹底 した間伐 と適正なせん定によつて、カキ樹

を取 り巻く光環境を大きく改善させることができ、糖度

向上を図ることができると考えられたる。

本研究により、日当たり不良の樹冠内側にある果実は

糖度 (FQA値 )が低い傾向が認められた。対策 として、

積極的にカキ園内の光環境を改善するため、光反射資材

の被覆による反射光の利用について検討 した。樹冠下に

光反射資材を被覆することにより、糖度 (Brix)が 約

0.5%向 上することが明らかになつた。これは `平核無 '

と `富有 'での反射シー ト敷設による糖含量増加の報告
8)と

同様であつた。糖度 (Brix)0.5%向 Lは実際に人

が食べて分かる範囲ではないが、糖度 (Brix)16%以 上

の果実の害1合が約 15%高 くなることは (2007年 :光反

射資材被覆区 931%、 無処理区 800%)、 選果場に内部

葉果比 30

ヂ豊舅き上ヒ20

葉果比 10

299.3

278.5

257.8

5.4

5.2

5.2

17.0   2.0

16.7   2.2

16.0   2.1

葉果比田

葉暴 牌
"

葉果比10

■10%≦

●17%≦

口16%≦

015%≦

□<15%

o%    20%   40%   61P4   80%   10眺

図 14 葉果比の違いによる Brix分布への影響

(2007年 )

総合考察

カキは、光合成により葉で合成されたスクロースが果

実へ転流し、果実内で酸性インベルターゼによつてグル

コースとフルクトースに分解され、蓄積される
H'1の

。カ

キは、品種よつてスクロースを主に蓄積するスクロース

蓄積型品種と還元糖を主に蓄積する還元糖蓄積型品種

に分けられ、`富有'はスクロース蓄積型品種である
1め

。



島質センサー (非破壊糖度センサー)選果機を導入 し、

レギュラー品の基準を糖度 16%と した場合、その持つ

言味は大きくなる。また、資材の被覆方法については、

全面被覆区と部分被覆区との間に差が認められなかった

二とから、労力やコス ト面を考慮すると部分被覆が実用

]し であると考えられた。今後、光反射資材の導入による

くリットを出すためには、着色促進など他の呆実品質ヘ

⊃効果を確認 していく必要がある。

摘 らい摘果は大玉果生産における慣行の技術であり、

墳阜県標準技術体系では葉果比 20が指標 となつている。

しか し、糖度についての検討はあまり行われていない。

玉研究では、仕 Lげ摘果において葉果比を 30、 20、 10

=し
た場合、糖度 (Brix)は 葉果比 30、 20、 10の 順に

高いことが明らかになった。これは `富有 'での摘らい (着

臭調整)に よる糖度向上の報告
91°

、 `平核無 'での葉

臭比が大きいほど糖度が高い報告
8)と

同様であり、着果

過多になると光合成産物の競合を生 じ、糖度が低下する

と考えられた。摘 らい摘果は大玉果生産とともに糖度向

上においても必須の技術であり、仕上げ摘果により、着

果制限を徹底することは重要である。 しか しながら、現

在の内部品質センサー (非破壊糖度センサー)の導入さ

れていない選果基準では、収量面を考慮すると葉果比 20

が実用的であると考えられた。また、葉果比においては

葉も重要な要素であり、夏季せん定は葉数の減少につな

がるため必要以 上に行わないことが重要と考えられた。
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ABSTRACT

Wc claritt thC in■ ucncc that light en� ronlncnt and thc lea■

to― fruit ratio have on thc brix in｀ Fuyu'pcrsinunon Thc b� x

dccrcased by shading trees with a chccscc10th Thc light

cnvironmcnt in thrcc pcrsimmon orchards、 vas improvcd

through trcc thinning,and thc b� x increased Thc b� x in thc

canopy tendcd to bc high in parts wherc thc rclativc light

intcnsity was high.By covering thc ground、 vith rcflcctivc

matcrials,rcflectancc incrcascd, thc light environment

iinprovcd, and the brix incrcascd Whcn the lcaf‐ to‐ fruit

ratio、 vas setto 10,20,and 30 through fruit thinning,the b� x

incrcascd as thc leaito― fruit ratio rOsc
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